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研究成果の概要（和文）：心理学的手法・脳機能計測を用いて、味の印象を形成する感覚間協応（crossmodal 
correspondences）の研究を行った。感覚間協応とは、視覚・聴覚・味覚のような異なる感覚が結びつく現象で
ある。本研究では、特に視覚・聴覚要素（商品名の発音）がいかに味の印象を形成するかについて研究を行なっ
た。
視覚-味覚の感覚間協応については、形（丸形/尖形）と基本味の結びつきについて検討した。聴覚ー味覚の感覚
間協応については、架空の商品名の発音（母音/子音）と基本味の結びつきについて調査した。結果として、実
験参加者は特定の形・商品名の発音とや味を結びつけていることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：Using psychological experiments and neurophysiological techniques, 
crossmodal correspondences involving tastes have been investigated. Crossmodal correspondences have 
been defined as tendency for a feature attribute, dimension, or stimulus in on sensory modality, 
either physically present or merely imagined, to be matched (or associated) with a feature 
attribute, dimension, or stimulus in another modality (Spence & Sathian, 2020 p. 239). 
The present research revealed crossmodal correspondences between audiovisual features and basic 
tastes. Specifically, our findings demonstrated shape-taste correspondences as well as speech 
sounds-taste correspondences. For example, participants tend to associate (1) round shapes, 
voiceless consonants, and fricative consonants with sweet tastes and (2) angular shapes, voiced 
consonants, and stop consonants with bitter tastes. 

研究分野：消費者心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
味覚は五感の一大要素であり、人間の生活に彩りを与える。人は実際に食品を味わうだけでなく、食べ物を見て
味の印象を評価する。そのため、味覚の研究は、実際に味わうだけでなく、味の印象評価としても多くの研究が
なされている。味の印象評価は、視覚・聴覚等の他の感覚要素を手がかりとしてなされる場合がある。例えば、
消費者は食品を購買する際に、ロゴの形（視覚）や商品名（聴覚）から、どのような味がしそうかを評価する。
味の印象が関わる感覚間協応を解明することは、人のこころの理解を深めるだけでなく、商学・食品科学・デザ
イン学といった幅広い応用分野に重要な知見を提供できると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
私たちの暮らす世界は, 音や形, 味といった, 多くの感覚で溢れている。このように, 多彩な感
覚と共存している人間の本質に迫るためには, 個々の感覚だけでなく, 複数の感覚の理解が必
須である。このような背景から, 感覚間協応（crossmodal correspondences）という現象が注目
されている。感覚間協応とは, 視覚・聴覚・味覚のような, 異なる感覚が相互に影響する性質で
ある [1-2]。例えば, 明るい色と温かさ（視覚と体性感覚）は連合している (マッチしているとみ
なされる)[2]。しかしながら, 味覚が関わる感覚間協応については, ほとんど理解が進んでいな
い。 
 
２．研究の目的 
感覚間協応による味の印象形成を, 心理実験・脳機能計測を用いて解明する. まず, 心理実験で
視覚(形)・聴覚(音)が味の印象に影響することを示す(研究 1：商品ロゴ形/商品名は, 味の印象に
影響する). 次に, fMRI 実験でそのメカニズムを解明する(研究 2：感情の神経基盤を基軸に, 商
品ロゴ形/商品名が味の印象を形成するメカニズムを理解する).  
 
３．研究の方法 
（1）研究 1_1  視覚的要素が味の印象に影響する：心理実験 
視覚的要素がいかに味の印象に影響するかについて研究を行った [3]。実験参加者は,クラウド
ソーシングサイト)で募集した。実験はオンラインのアンケートプラットフォームで実施した。
Experiment1 では, 中央・周囲の形について, それぞれ丸/尖/ニュートラルで操作した。実験参
加者は中央に表示された刺激について, 味の印象を回答した。味の印象評価は各基本味（甘味/
酸味/塩味/苦味）について行われた。Experiment 2 では, 実験参加者はランダムに丸形コンテ
クスト条件・尖形コンテクスト条件・ニュートラルコンテクスト条件のいずれかに割り当てられ
た（図 1）。Experiment2A では幾何学図形, Experiment 2B-C では食品が, それぞれ実験刺激と
して用いられた。実験参加者は中央に表示された刺激について, 味の印象を回答した。味の印象
評価は各基本味（甘味/酸味/塩味/苦味/うま味）について行われた。 
 

 
図 1: 実験条件（Motoki & Velasco,2021 Experiment 2） 

 
 
（2）研究 1_2  聴覚的要素が味の印象に影響する：心理実験 
聴覚的要素がいかに味の印象に影響するかについて研究を行った [4]。実験参加者は,クラウド
ソーシングサイト)で募集した。合計３つのオンライン実験を行なった。実験参加者はクラウド
ソーシングサイトで募集した。実験はオンラインのアンケートプラットフォームで実施した。実
験参加者は, 架空の商品名を見てその味 (甘味/酸味/塩味/苦味) を予想する課題を行った。商
品名の発音は, 音声学的分類に基づき母音（前舌母音/後舌母音）と子音（摩擦音/閉鎖音/無声
音/有声音）を操作した（図 2）。 
 
 
 



 
図 2: 実験で用いた架空商品名の一例（Motoki et al., 2020） 

 
 
（3）研究 2  視聴覚的要素が味の印象に影響する：fMRI 実験 
視聴覚要素が味の印象に影響する神経基盤について検証した。実験参加者は MRI の中で, （1）
図形を見る, あるいは（２）音声を聞いた。そして, 図形あるいは音声について, 甘味/苦味と
の相性を回答した。視覚刺激は MRI 用モニターで, 音声刺激(商品名)呈示は MRI 用ノイズキャ
ンセリングヘッドフォンでそれぞれ行った。 
 
４．研究成果 
研究 1_1  視覚的要素が味の印象に影響する：心理実験 
（1）研究 1_1  視覚的要素が味の印象に影響する：心理実験 
結果として, 実験参加者は形を特定の味と結びつけていることが明らかとなった。丸形は甘味
と, 尖形は酸味や苦味と相性が良いと評価されていた。また, 視覚的要素のコンテクスト（タ
ーゲットの周囲の形）が味の印象評価に影響を与えていることが明らかになった。周囲に尖形が
あるコンテクスト（vs.周囲に丸形があるコンテクスト）だと, 中央のターゲット形はより甘味
があると評価されていた。一方で, 周囲に丸形があるコンテクスト（vs.周囲に尖形があるコン
テクスト）だと, 中央のターゲット形はより苦味等があると評価されていた。この成果は、食心
理学分野の代表的な国際査読誌である Food Quality and Preference に掲載された。また, 他
にも色と味の印象評価の研究を行った [5] 
 
（2）研究 1_2  聴覚的要素が味の印象に影響する：心理実験 
結果として、実験参加者は商品の些細な発音の違いから個別の味を推測していることが明らか
になった。例えば、摩擦音/無声音/前舌音が含まれている商品名からは甘味を、閉鎖音/有声音
/後舌音が含まれている商品名からは苦味を連想していた。無声音が含まれている商品名からは
酸味を、閉鎖音/有声音が含まれている商品名からは、塩味を連想していた。また、発音が味に
及ぼす影響は、母音（前舌母音/後舌母音）よりも子音（摩擦音/閉鎖音/無声音/有声音）の方が
大きいことが明らかになった。この成果は、食心理学分野の代表的な国際査読誌である Food 
Quality and Preference に掲載された。また他にも, 聴覚的要素が味の印象に及ぼす影響につ
いて一連の研究を行った [6-8] 
 
（3）研究 2  視聴覚的要素が味の印象に影響する：fMRI 実験 
研究 1_1, 研究 1_2 と同様に, 視覚的要素・聴覚的要素が甘味/苦味と結びついていた。脳デー
タについては、現在解析中である。 
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